
令和6年度 こども園 自 己 評 価 表

(松川こども国)

ねらい“・ こども園の役割や社会的費任を遂行するために、法令などを連守し、こども国を取り
巻く社会情勢などを踏まえ、その専門性の向上に努め、こども国の望ましい管理運営
するため、今年度の本所の保育・教育全般を総合的に評価し、次年度の教育i保育計
画に生かすため本表を活用する。

A、 B、 Cの 3段階評価記入(A:たいへんよい B:よい C:検討・改善を要ずる)

No 自己評価の観点・内容 6月 12月

1

保

育
の

理

念

子どもの最善の利益を考慮した「保育理念」が明文化されている。 A A

2
理念に基づく基本方針が明文化されている。
① 子どもの人権の尊重② 保育方針・保育目裸 A A

3 理念や基本方針が職員、保護者、地域に周知されている。 A

4

子
ど

も
の

発
達

援

助

子どもの福祉を増進することに最もふさわしい生活の場
①健康・安全で心地よい生活の場で子どもの健康管理を実施している。
②幼児にふさわしい食生活環境の工夫と食育を展開している。
③催診・検査の結果を保護者に報告するとともに保育に反映している。 な ど

A A

5

生活と発達の連続性
①子ども観・発達観の理解と共有が図られ発達過程に応じた保育を実施してい
る。

②障害のある子どもが安心して生活できる保育環境が整備され、保育の内容や方
法に配慮されている。
③長時間にわたる保育のための環境整備、保育の内容や方法が配慮されている。

B

6

養護と教育の一体的展開
①保育所の保育方針や目標に基づき、発達過程を踏まえ、子どもの心身の発達や
家庭及び地域の実態に即した保育課程を編成している。

②指導計画を適切に作成し、定期的に指導計画の評価・見直しを行つている。
③子どもに関する記録を適切に行い、その管理体制を確立している。
④一人ひとりの子どもの状況等に関する情報を職員間で共有化している。
③各年齢の保育において、養護と教育の一体的展開がされるような適切な環境が
整備され、保育の内容や方法に配慮している。
③小学校との連携や就学を見通した計画に基づいて、保育の内容や方法、保護者
とのかかわりに配慮している。

A

7

環境を通して行う保育
①生活にふさわしい甥として、子どもが,い地よく過ごすことのできるような人
的・物的環境が整備されている。
②子どもが基本的な生活習慣を身につけ、積極的に身体的な活動ができるような
環境が整備されている。
③子どもが主体的に活動し、様々な人間関係や友だちとの協同的な体験ができる
ような人的・物的環境が整備されている。
④子どもが主体的に身近な自然や社会とかかわれるような人的 `物的環境が整備
されている。
⑤子どもが言葉豊かな言語環境に触れたり、様々な表現活動が自由に体験できる
ような人的・物的環境が整備されている。

B B

い

学校評価 8



8

どもの成長の喜びを共有する場を設けている。

育内容等の説明・応答責任による、子どもの保育が密接に関連した保護者支

行つている
どもの発達や育児などについて、懇談会などの話し合いの場に加えて、保護

者と共通の理解を得るための機会を設けている。

④虐待に対応できる保育所内の体制の下、不適切な養育や虐待を受けていると疑

われる子どもの早期発見及び虐待の予防に努めている。

⑤子どもの食生活を充実させるために、家庭と連携している。

援 を

家庭との緊密な連携

B A

地域における子育て支援
①子どもと地域とのかかわりを大切にしている。
の福祉ニーズを把握している。

した福祉・子育てニーズに基づいた事業・活動の計画があり、実施されて

保育所の役割や機能を達成するために必要となる、関係機関・団体の機能や

連絡方法を体系的に明示し、その情報が職員間で共有されている。

ランティア受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立している。

係機関等との連携が適切に行われている。
に必要な に提 ヽてし し るたる め 積極的情報を 供用 力く者 育所保 択を選 す不可 希望

し し るスビ の に た に説等 明 を同意 得て育サー 開始 あ り 護者保保育

いる。

する機能を地域に還元している。
9

保

護

者

に
対

す

る
支

援

A10

8簾憲蕗守雪衰棚 生時など)における利用者の安全確保のための体制
が整備されている。

②災害時に対する利用者の安全確保のための取組を行つている。

8テ」舟率空農晒伊樫佳農極撃塗宅名撃響ヒ卍寿を否⊆亀睡イキ宮ぁ指示を得て、
応を行つている。

、水周りなどの衛生管理が適切に実施され、食中毒等の発生時に対応で

きるような体制が整備されている。

切な対

B A
11

の資質向上

育・保育サービスの賀について定期的に評価を行う体制を整備している。

育士等が主体的に自己評価に取り組み、保育の改善が図られている。

の教育・研修に関する基本姿勢が明示されている。

の職員に対して組織としての教育・研修計画が策定され計画に基づいて具

体的な取組が行われている。

③定期的に個別の教育・研修計画の評価・見直しを行つている。

③実習生の受入れと育成について基本的な姿勢を明確にした体制を整備し、積極

的な取組をしている。

員

月1

AB

保
育

を

支

え

る
組

織

的
基

盤 営の管理・社会的責任

買の高い保育を行うためのビジヨン (目標や展望)を明確にしている。

事業計画は、施設改修、人材育成、子育て支援等、各年度における事業内容

業計画が職員、保護者に周知されている。

護者が相談や意見を述べやすい環境を整備している。

ども・保護者のプライバシー保護に関する規程・マニュアル等を整備してい

され十分に周知・機能している。

基本的な関連法令について、正しく認識されている。③達

る。

運

し不 れさ て る具体的Iが
しヽ るてわれ行は組織的し直見評価策定の業計画

情解決の仕組みが確立

守しなければならない

12

子どもたちが様々な体験を重ね、相手の立場に立って行動したり

声掛けを工夫

長時間の保育耀 酪 轟 整備、l呆育の内容や方法に工夫が足卿 ち

決まりを守ろうとするような適切な援助や

総合所見

・年間を通して小学校との交流の場が増えたことで、子どもたちも就学
に向けて興味関心が高まつてる。

架け橋期のカリキュラムの作成も進めるため、引き続き小学校と
の連携を深めていきたい。

・地域を挙げての松川フエスを成功させ、職員も子どもたちも更にやる気に繋
がつている。

総合所見
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